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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

営業収益 （千円） 29,446,255 31,326,927 39,058,564

経常利益 （千円） 1,643,414 1,910,526 2,001,787

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,099,545 1,315,264 1,413,570

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,192,946 1,308,890 1,480,630

純資産額 （千円） 7,036,826 8,505,400 7,324,510

総資産額 （千円） 43,324,730 44,215,962 43,416,295

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 68.72 82.20 88.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 15.9 18.9 16.5

 

回次
第68期

第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 30.17 37.01

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、景気が緩やかに回復して推移いたしました。企業部門では、

足元で生産、輸出とも横ばいで推移している一方、業績は拡大基調であり、設備投資も増加が続いております。家

計・個人消費部門では、企業の人手不足感から、良好な雇用・所得環境となり、財・サービス消費ともに緩やかに

持ち直しております。ただし、貿易摩擦の激化により、対象国の景気が悪化し、それが世界経済に波及すること

で、景気の下振れ圧力が、強まるリスクが拭いきれません。

　貨物自動車運送業界におきましては、輸送量が長らく減少傾向を辿ってきておりましたが、消費・生産関連貨物

が底堅く推移し、下げ止まり傾向となりました。ただし、少子高齢化によるドライバーへの就業率の低下が深刻化

しております。

　このような状況のもと当社グループでは、「成長する企業へ」を中期計画に定め、全社員一丸となり取り組んで

まいりました。

　当期の業績については、原油価格の高騰による燃料費用の増加や、ドライバー不足による運送委託費の増加な

ど、大幅なコストアップとなりましたが、物量の増加と運賃是正効果により増収増益となりました。

　今後の経済状況は、人手不足への対応や、東京オリンピック・パラリンピックを控えたインフラ建設などの需要

の盛り上がりによって設備投資が引き続き増加基調で推移すること、雇用・所得環境の改善が続く中で個人消費が

底堅く推移することから、景気の回復基調は維持されることが見込まれます。

　当業界においては、ドライバー不足が今後も継続し、それに伴う人件費や傭車費等のコストアップに対応するこ

とが必須となっております。

　これらを踏まえ、リストアップした対象先の運賃是正交渉を継続するとともに、アライアンス先との新たな共同

配送を提案しドライバー不足の改善と輸送の効率化も追求いたします。また、平成30年11月に当社グループとなっ

た株式会社エービーエクスプレスとのシナジー効果も生みだしてまいります。

　平成31年３月には、人材確保と待遇改善のため新賃金体系を導入します。賃金ベースを引上げ、社員の意欲を高

めることで、安定的な雇用の創出に努めます。

　これらの積み重ねにより、持続的成長を確実なものとし、計画目標を達成いたします。

 

①財政状態

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は87億39百万円（前連結会計年度末比11.2％の増加）とな

り、８億81百万円増加しました。主な内訳は、現金及び預金15億93百万円（前連結会計年度末比42.7％の増加）、

受取手形及び売掛金68億12百万円（前連結会計年度末比6.5％の増加）となっております。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は354億76百万円（前連結会計年度末比0.2％の減少）とな

り、82百万円減少しました。主な内訳は、建物及び構築物85億24百万円（前連結会計年度末比4.7％の減少）、土

地190億15百万円（前連結会計年度末は190億14百万円）となっております。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は234億18百万円（前連結会計年度末比5.4％の増加）とな

り、12億２百万円増加しました。主な内訳は、支払手形及び買掛金25億67百万円（前連結会計年度末比5.1％の増

加）、短期借入金158億52百万円（前連結会計年度末比6.2％の増加）となっております。

（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は122億91百万円（前連結会計年度末比11.4％の減少）と

なり、15億83百万円減少しました。主な内訳は、長期借入金47億58百万円（前連結会計年度末比25.2％の減少）、

退職給付に係る負債45億31百万円（前連結会計年度末比1.0％の増加）となっております。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、85億５百万円（前連結会計年度末比16.1％の増加）とな

り、11億80百万円増加しました。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っ

ております。

 

②経営成績
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（営業収益）

　当第３四半期連結累計期間における営業収益は313億26百万円（前年同期比6.4％の増加）となりました。主な要

因は、当社において営業収益が297億74百万円（前年同期比6.8％の増加）となったことによります。

（営業利益）

　当第３四半期連結累計期間における営業利益は18億97百万円（前年同期比18.2％の増加）となりました。主な要

因は、当社において営業利益が17億55百万円（前年同期比23.0％の増加）となったことによります。

（経常利益）

　当第３四半期連結累計期間における経常利益は19億10百万円（前年同期比16.3％の増加）となりました。主な要

因は、当社において経常利益が17億57百万円（前年同期比20.6％の増加）となったことによります。

（親会社株主に帰属する四半期純利益）

　当第３四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益は13億15百万円（前年同期比19.6％の増

加）となりました。

　当社グループの事業は、貨物自動車運送事業の単一事業であるため、セグメント情報の区分による分析は省略し

ております。

 

(2）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成31年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 16,000,000 16,000,000 －
単元株式数は100株であり

ます。

計 16,000,000 16,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成30年10月１日～

平成30年12月31日
－ 16,000 － 800,000 － 40,305

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   15,994,700 159,947 －

単元未満株式 普通株式        5,300 － －

発行済株式総数 16,000,000 － －

総株主の議決権 － 159,947 －

 

②【自己株式等】
 
　　　　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,116,026 1,593,025

受取手形及び売掛金 ※３ 6,398,259 ※３ 6,812,099

貯蔵品 49,440 48,158

その他 314,455 307,805

貸倒引当金 △20,931 △22,003

流動資産合計 7,857,249 8,739,086

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,943,844 8,524,853

車両運搬具（純額） 45,818 39,035

土地 19,014,700 19,015,396

その他（純額） 3,739,125 4,040,371

有形固定資産合計 31,743,490 31,619,657

無形固定資産 1,507,489 1,673,641

投資その他の資産 ※１ 2,308,065 ※１ 2,183,577

固定資産合計 35,559,045 35,476,875

資産合計 43,416,295 44,215,962

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※３ 2,443,454 ※３ 2,567,092

電子記録債務 ※３ 782,645 ※３ 818,673

短期借入金 14,921,122 15,852,598

未払法人税等 472,449 269,771

役員賞与引当金 15,400 19,499

その他 3,581,099 3,890,932

流動負債合計 22,216,171 23,418,568

固定負債   

長期借入金 6,365,319 4,758,286

厚生年金基金解散損失引当金 27,297 -

退職給付に係る負債 4,486,832 4,531,206

その他 2,996,165 3,002,500

固定負債合計 13,875,614 12,291,993

負債合計 36,091,785 35,710,561

純資産の部   

株主資本   

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 57,747 57,747

利益剰余金 6,469,194 7,656,458

株主資本合計 7,326,941 8,514,206

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 149,772 87,508

退職給付に係る調整累計額 △300,520 △253,944

その他の包括利益累計額合計 △150,748 △166,435

非支配株主持分 148,316 157,630

純資産合計 7,324,510 8,505,400

負債純資産合計 43,416,295 44,215,962
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

営業収益 29,446,255 31,326,927

営業原価 27,249,509 28,796,249

営業総利益 2,196,745 2,530,677

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 3,169 4,009

給料及び手当 139,928 158,391

役員賞与引当金繰入額 16,435 17,359

退職給付費用 8,157 9,868

その他 423,312 443,829

販売費及び一般管理費合計 591,002 633,459

営業利益 1,605,743 1,897,217

営業外収益   

受取利息 422 273

受取配当金 15,475 15,963

受取手数料 19,806 19,543

固定資産売却益 77,850 55,145

助成金収入 6,188 3,226

売電収入 40,552 41,315

その他 36,401 21,459

営業外収益合計 196,697 156,927

営業外費用   

支払利息 129,380 115,540

その他 29,645 28,078

営業外費用合計 159,026 143,618

経常利益 1,643,414 1,910,526

特別利益   

固定資産売却益 － 35,495

特別利益合計 － 35,495

特別損失   

固定資産除却損 14,235 8,655

特別損失合計 14,235 8,655

税金等調整前四半期純利益 1,629,179 1,937,366

法人税、住民税及び事業税 475,572 577,109

法人税等調整額 42,623 35,472

法人税等合計 518,195 612,581

四半期純利益 1,110,983 1,324,785

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,099,545 1,315,264

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,437 9,520

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 41,502 △62,470

退職給付に係る調整額 40,460 46,576

その他の包括利益合計 81,963 △15,894

四半期包括利益 1,192,946 1,308,890

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,181,296 1,299,576

非支配株主に係る四半期包括利益 11,649 9,313
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

投資その他の資産 14,252千円 16,867千円

 

２　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形割引高 350,556千円 201,955千円

 

※３　四半期連結会計期間末日の満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形

支払手形

電子記録債務

53,363千円

109,514千円

172,950千円

141,831千円

109,239千円

168,859千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 1,342,423千円 1,360,274千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成29年６月14日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 35,200千円 2.2円 平成29年３月31日 平成29年６月15日

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成30年６月13日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 128,000千円 8.0円 平成30年３月31日 平成30年６月14日

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの事業セグメントは、貨物自動車運送事業の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 68円72銭 82円20銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,099,545 1,315,264

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
1,099,545 1,315,264

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,000 16,000

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成31年２月７日
 

近物レックス株式会社  

取 締 役 会　 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水　　野　　雅　　史　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石　　黒　　宏　　和　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている近物レックス株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から

平成30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、近物レックス株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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